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ブロッコリー管理情報 No.1 

令和７年６月 

京築普及指導センター 

ＪＡ福岡京築 

～ブロッコリー栽培のポイント～ 

① 適期定植：計画的な作業で定植遅れ防止 

② 雑草対策：定植前後の除草剤で雑草発生防止 

③ 適期施肥：一発肥料または緩効性肥料の活用で肥料切れ防止 

１． ほ場準備 

・ほ場は排水良好で日当たりの良い場所を選びましょう。どうしても排水の悪いほ場に作付

けする場合、サブソイラ等による耕盤破砕を検討しましょう。 

・前作を作らず休ませていたほ場は雑草発生量が多く、畝立て時の耕起で除草しきれずに定

植後に繁茂して、ブロッコリー定植後の生育を抑制する恐れがあります。耕起前にラウン

ドアップマックスロードを雑草茎葉散布し、ほ場の雑草量を減らしましょう。 

＜ラウンドアップマックスロード使用方法＞ 

薬剤 使用時期 使用方法 使用回数 

ラウンドアップ 

マックスロード 

耕起前まで 

（雑草生育期） 

10a あたり薬剤 200～500ml を 

水 50～100L に溶かして雑草茎葉散布 
１回まで 

・定植 2 週間前までに土改材を投入し、荒起こししましょう。 

・根こぶ病発生ほ場は土壌分析を行い、石灰資材の投入量を調整しましょう（目標 pH 6.5

前後）。 

・定植２～３日前までに基肥を施用します。その後、害虫対策としてダイアジノン粒剤５を

全面土壌混和（４～６kg/10ａ、コガネムシ類幼虫）してから畝立てを行いましょう。根

こぶ病発生ほ場は、フロンサイド SC も全面散布してから土壌混和し、畝立てを行いまし

ょう。 

・排水の悪いほ場では、高畝、溝切り等による表面排水などの対策を徹底しましょう。 

＜土改材・基肥体系（例）＞

資材
施用量

（kg/10a）
N P K

牛ふん堆肥 2,000

炭酸苦土石灰
（ミネGスーパー等石灰資材）

100

ブロッコリー・キャベツ一発肥料
（25-5-7）

100 25 5 7

FTE 4

園芸化成250（12-15-10） 100 12 15 10

FTE 4

土改材

基肥

パターン①

パターン②
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 パターン①：１月どり作型までを対象とした追肥不要な施肥体系。ただし、天候により肥

効が早く切れることがある。 

 パターン②：追肥施用タイプ。２月以降の作型はパターン②で栽培すること。 

☆追肥時期（定植後２週間以降）に他品目の作業で忙しいことが予想される場合は、パター

ン①を使用しましょう。 

※水稲後に作付けする場合は基肥を１～２割増しさせましょう。 

＜フロンサイド SC 使用方法＞ 

薬剤 使用時期 使用方法 使用回数 

フロンサイド 

SC 
定植前 

10a あたり薬剤 500ml を水 100～200L に 

溶かして全面散布土壌混和 
１回まで 

・畝立て時、除草剤（全面土壌散布剤）の効果安定＋苗の活着促進のため、土塊が小さくな

るよう細かく砕土しましょう。 

 ＊土塊を小さくするには、適湿状態（土を握っても固まらない、長靴に土が付かない）で

ほ場を鋤く回数を増やす、ロータリ回転数を上げることが有効。 

 

２．定植密度 

   

 

 

 

 

 

 

注）移植機を使用する場合は、畝幅を車幅に合わせる。培土に管理機を使用する場合は、 

条間を広める。 

 

３．定植 

・ＪＡ共同育苗で、アオムシ等害虫の対策として、育苗時にミネクトデュオ粒剤を施用（40

ｇ/1 トレイ）するので、定植前の殺虫剤のかん注は不要です。 

※ただし、定植が大幅に遅れた場合は、ミネクトデュオ粒剤の効果が落ちている可能性が

あるため、別途、防除が必要になります。 

・個人育苗の場合は、定植前に、かん注処理できる薬剤をセルトレイにかん注しましょう 

・根こぶ病発生ほ場は、定植前にオラクル顆粒水和剤をセルトレイにかん注しましょう。 

＜オラクル顆粒水和剤使用方法＞ 

薬剤 使用時期 使用方法 使用回数 

オラクル 

顆粒水和剤 
定植前 

薬剤を 200～500 倍に希釈して、 

セルトレイ１箱あたり 500ｍL かん注 
１回まで 

 

畝幅 条間 株間 10ａ当たり 128穴ﾄﾚｲ(1.1倍)

140cm 60cm 35cm 4080株 35箱

60cm 40cm 3570株 31箱

150cm 60cm 35cm 3810株 33箱

60cm 40cm 3330株 29箱

160cm 60cm 35cm 3570株 31箱

60cm 40cm 3130株 27箱
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【写真】コオロギ芯葉食害 

・定植苗は本葉３～４枚の若苗とし、定植当日はセル苗を抜けやすくするために十分かん水

しましょう。また、定植直後は、活着促進のためかん水をし、活着までに乾燥が続く場合

は、畝間かん水を行いましょう。 

・定植後１か月間の生育は花蕾の品質に大きく影響します。定植前後に必ず全面土壌散布タ

イプの除草剤を雑草発生前に散布し、雑草を発生させないようにしましょう（下表参照）。 

・定植後のコオロギ類対策（【写真】参照）として、 

アクセルベイト（３～６㎏/１０a）を株元散布しましょう。 

 

 

 

 

＜定植前後の除草剤（全面土壌散布）事例（いずれか１剤を使用、全剤使用は１回まで）＞ 

使用時期 農薬名 特徴

トレファノサイド
粒剤2.5

・10aあたり４～６kg使用。
・イネ科雑草に高い効果。
・イネ科雑草に比べ広葉雑草に対してはやや効果が劣るので、
　イネ科一年生雑草の優先するほ場で効果的。
・除草効果安定のため、砂質土壌では少なめの薬量、重粘土質土壌では
　多めの薬量で使用する。（※登録範囲内の薬量を遵守）

クレマート
乳剤

・10aあたり薬剤200mlを100～150Lの水に溶かして使用。
・イネ科雑草およびアブラナ科・ナデシコ等の多くの広葉雑草に高い効果。
・多年生雑草、キク科雑草、ツユクサには効果が劣るので、
　これらが優占するほ場での使用は避ける。
・砂質土壌では薬害を生じやすいので、少なめの薬量を使用する。
　（※登録範囲内の薬量を遵守）

フィールドスター
P乳剤

・10aあたり薬剤50～75mlを100Lの水に溶かして使用。
・使用時期は収穫30日前まで。
・一年生イネ科雑草、カヤツリグサ、ヒユ類、スベリヒユに高い効果。
・シロザ､タデ類、アブラナ科などの一部広葉雑草には効果が劣るので、
　これらが優占するほ場での使用は避ける。
・砂土では使用しない。

ラッソー
乳剤

・10aあたり薬剤150～200mlを100Lの水に溶かして使用。
・使用時期は収穫60日前まで。
・イネ科雑草に高い効果。
・タデ科、アカザ科などの広葉雑草には効果が劣るので、
　イネ科雑草優占ほ場で使用。
・除草効果安定のため、粘土質土壌では多めの薬量で使用する。
　（※登録範囲内の薬量を遵守）

アグロマックス
水和剤

・10aあたり薬剤200～300gを100Lの水に溶かして使用。
・使用時期は定植14日後まで。
・イネ科雑草および広葉雑草まで幅広い雑草に効果あり。
・キク科、カヤツリグサ科には効果が劣るので、
　これらが優占するほ場での使用は避ける。
・展着剤の使用は避ける。
・砂土や礫を含む土壌では使用しない。

定植前

定植後

 

※ほ場が過乾燥または過湿時の使用は避ける。散布後に降雨が予想される場合も使用を避け

る（薬害防止および除草効果安定のため）。 

※例年ほ場に発生する雑草種に合わせた剤を選択する。 

 

※アクセルベイトとダイアジノン粒剤 5 は 

使用方法が異なるため、予めご注意ください！ 
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（参考：各種雑草発生様相事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イヌタデ（イネ科） 

トゲミノキツネノボタン 

（キンポウゲ科） 

ハキダメギク（キク科） オオアレチノギク(キク科） 

コアカザ（アカザ科） スズメノカタビラ(イネ科） 
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緩効性パターンは 

追肥１回分 

省力可能！ 

対象作型 パターン 資材名 追肥① 追肥②

即効性
パターン

NK化成2号
（16-0-16）

40 20

緩効性
パターン

麦追肥名人
（20-0-13）

50

対象作型 パターン 資材 追肥① 追肥② 追肥③

NK化成2号
（16-0-16）

40 20

燐硝安加里S646
（16-4-16）

20

ＮＫ化成2号
（16-0-16）

40

麦追肥名人
（20-0-13）

40

２～３月どり作型
（晩生品種）

即効性
パターン

緩効性
パターン

11～１月どり作型

４．追肥・中耕・土寄せ 

・１回目の追肥は、定植 15～20 日後に条間に施用し、除草を兼ねて条間を中耕・土寄せ

する。 

・２回目の追肥は、定植 40～50 日後に畝肩に施用し、畝溝を中耕・土寄せする。 

☆追肥回数を減らしたい（労力を削減したい）時は、追肥に緩効性肥料（麦追肥名人な

ど）を使いましょう。ただし、天候により肥効が早く切れることがあります。 

 ・２～３月どり作型（晩生品種）は、頂花蕾の出蕾期（頂花蕾がやっと確認できるくらい）

に、３回目の追肥を畝肩に施用しましょう。 

※上記はあくまで目安です。降雨、生育に応じて追肥回数を調整しましょう。 

 

＜追肥体系（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本管理資料の農薬情報は 2025 年５月 14 日 

登録反映時点の情報で確認。 

※農薬使用時はラベルの情報を確認し、記載情報を 

 守って使用すること。 

S T O P  熱中症事故！ 

 

法改正で熱中症対策が 

義務化されました。 
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